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第2編 實験的胃幽門周園部軍純性癒着

   時二於ケル，胃液分泌ノ愛化
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抄

 余ハ，パウロフ民小胃造設犬二二テ，胃幽門漿液膜

昌10％沃度丁幾ヲ塗布セシメ，軍純性癒着ヲ惹起セシ

刃其ノ際ノ胃液分泌ノ攣化ヲ樵索セリ．

 術後1週前後二二テハ，胃液分泌量，遊離璽酸度総

録

酸度共二二憂ナシ．但シ高酸症，分泌量増加ヲ認メシ

モノアリ．然レドモ3敏週ニシテ反テ，胃液分泌量，

酸度二二著明s低下セリ．（本論文要旨ノー部ハ，昭

和14年第40回外耕學総三二於テ報告セリ）．
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第 1 章

      第1節緒   言

 胃幽門部粘膜ノ疾患以外二，胃幽門及ピ十

二指腸壁或ハ其ノ周園部ノ異常及ビ疾患，例

之，三宅敏授ノ所謂ナニ指腸移動症，Nagel，

Wellbrock， Judd， KnaPP， Konjetzny等ノ慢性

十二指腸炎等二際シ，胃液分泌ノ攣化ヲ臨床上

二於テ認ムル事屡々也。

 三宅敏授二三レバ，高度ノ原焚性十二指腸移

動症二於テハ，胃及ビ十二指腸部二内容物充満

スル場合十二指腸ノ屈曲，位置異常ヲ惹起シ，

從ツテ胃，十二指腸内容排出ノ逞延ヲ來シ，更二

総輸謄管，膵臓等ノ疾患ヲ惹起シ易シト．叉胃
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液所見＝於テモ，減酸症或ハ無酸症ヲ認ムル事

多シト．’

 叉Judd， Nagel， Konjetzny等ノ慢性十二指

腸炎口称テモ胃液酸度ノ攣化ヲ認ムル事多ク，

初期＝於テハ，Nagel， Miller， Riveroニョレバ

高酸ヲ呈スト云ハル．

 而シテ慢性十二指腸炎二十テハ，十二大網，

謄嚢，肝臓等ト癒着ヲ惹起シ，二丁性内臓周園

炎ヲル帳内得ルヲ以ツテ，カカル場合胃液酸度

ノ攣化起リ得ル事ハ容易＝推シ得ル事也．然レ

ドモ，實験的乙訓幽門部及ビ十二指面部二於ケ

ル，内臓周園丁，或ハ高度癒着二際スル胃液分

泌二就テ報告セルモノ殆ンド無シ．余ハ實験的

二二幽門周到部二三テ，大網，肝臓，腹膜，膵

臓ト胃幽門及ピ十二指腸トノ高度ノ癒着ヲ惹起

セシメ，其ノ際ノ胃液分泌ノ攣化ヲ槍索セリ．

    第2節 二三動物及ビ二上方法

 實験動物及ピ島上方法

 充分二三ラセル，パウロフ民小胃造設犬ノ略k酸度

一・閭Zル後，正常時胃液ノ分泌量，酸度ヲ3回二亘り

探取測定シ，其ノ土均値ヲ術前正常時ノ胃液分泌量，

遊離盤酸度，総酸度トセリ．

 前日ノ蜜ヨリ絶食ろ小胃造設犬二右側ケール氏波

状切開ヲ施シ，開腹ノ上，胃幽門漿液膜至：面二10％沃

度丁幾ヲ塗布シ，軍純性ノ幽門及ビ十二指腸周團炎ヲ

惹起セシメ，胃幽門周園部及十二指一部尋於テ，高度

癒着ヲ惹起セシメテ，上目或ハ翌k日ヨリ，成ル可ク

脂肪ノ寡キ生肉200瓦ヲ試験食トシテ投與シ，田町ナ

ル室ニテ，4時聞二亘リ胃液ヲ探取測定セリ，

第2章 實 験 成 績

第1例 （Nr・25），赤茶大，δ，（161（・G） 第1表二見ル如ク，術後2日二於テハ微少ノ胃液分

               第   1  表

Nr・25赤茶＄（16KG）4・胃造設29／XII（1938）胃幽門周園部沃度丁幾塗布23／1（1939）

開腹ノ上腹腔検査14／II（ユ939）

日 歎 2 日 後 3 日 7 日 後 1 2 日 1 5 日 2 0 日 術 前

訳 HC1 G／A M HCI G！A M HC1 G！A M IIC1
G，AI

@、
M Ilc】 G！A M HCl G／A M

HCIiG，A
M

15’ 101 1」4 0．6 116 128 0．7 98 101 1．1 106 118 0．7
’ 48 78 0．3 56 75 0．6 66 84 0．6

30！ 103 115 0．5 115 127 0．6 91 104 1．2 116 128 0．7
1

45！ 106 118 0．6 112 125 0．7 120 132 1．5 、
o 117 129 1．

56 82 0．6 68 82 0．8 58 76 0．4
60ノ 115

128の

0．5 125 138 0．8 120 132 1．6 1 122 0．

2

15！

R0’

116

P13

・28 0．8

O．5

122

P18 130

134b．85

@  0，7

122

P16

134

P28

1．1

P．2
108 121 1．2

銘1

100 0．9

 171

88 0．7
128

P26

138

P38

1．

k2
45／

U0ノ

118

P03

1301   0．4
E・5｝・・7

121

P16

133

P28

1．0

P．0

92

P14

105

P26

0．9

P．3
118 130 1．2 86 100 0．9 75 89 0．5

122

P18

134

P30

1．

P．1

15ノ 100 112 0．5 111 123 0．8 103 115
1．o！   111

123 1．0 72 88 0．8 61 80 0．6
119 131 0．

30！ 106 118 0．6 102 115 0．6 106 118 1．1 120 132 0．9
3

45ノ 98 110 0．7 91 104 0．5 88 101 0．9 111 123 0．7
99 111 0．9 71 86 0．7 58 73 0．5

60’ 101 113 0．8 99 112 0．6 83 96 0．7 113 125 0．8

15ノ 87 100 0．6 …1 112 0．7 91 104 0．9
86 99 0．8 81 94 0．5 48 68 0．4

1061118 0．

30ノ 86 101 0．5 89 102 0．5 71 86 0．8 105 117 0．

4 雷

45ノ 78 93 0．5 82 96 0．6 68 84 0．7 101 ユ13 0．

78 92 0．8 70 85 0．6 51 72 0．5
60！ 68 86 0．6 78 92 0．6 56 80 0．7 98 110 0．

1
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泌量ノ減少及ビ，酸度ノ低下ヲ認ムルモ，術後3日及

ビ7日二於テハ，胃液遊離璽酸度，総酸度3分泌量ハ

殆ンド術前ト大差ナシ．然カルニ術後12日二於テハ，

第1表二見ル如ク，胃液分泌量，遊離盤酸度，網酸度

共二多少ノ低下ヲ認メ，胃液探取ハ30分毎二分国的二

之ヲ行ヘリ．術後15日及ビ術後20日二四テハ，：更二胃

液分泌量，遊i四一酸度，総酸度ノ著明ナル低下ヲ詔メ

タリ．

 而シテ，術後22日目於テ3％盤酸モルヒネ6cc皮下

注射ノ下＝開腹術ヲ行ヒ，腹腔考査ヲ行ヘル＝t胃幽

門部及ピ十二指腸部ト大網及ピ側腹膜，膵臓，肝臓等

トノ高度ノ癒着ヲ詔ムルモ，イレウス，膿瘍等其ノ他

ノ所見ヲ詔メズ．

 第2例 （Nr・26），黒耳垂中，♀，（12 K・G）

 第2表二見ル如ク，術後3日二於テハ胃液分泌二二

大差ナキモ，遊離盤割慶及ピ総酸度ハ，共二若干ノ上

昇ヲ示セリ．術後5日二於テハ，更二胃液分泌量ノ著

明ナル増加ヲ二四，遊離盛酸度，総酸度二二上昇ヲ認

ム．然ルニ術後9日二於テハ，胃液酸度ハ術前ト大差

ナキモ，分泌量ハ輕度ノ減少ヲ示セリ．術後ユ2日二一

テハ第2表二見ル姐ク，胃液総酸度，遊離墜酸度ハ術

前二比シ著明低下ヲ認メ，胃液分泌量モ術前二二シ減

少セリ。術後16日及ビ術後21日置於テモ，胃液分泌

量，遊離璽酸度，総酸度ノ著明低下ヲ認ム．

 術後25日二於テ開腹術ヲ行ヒ，腹腔ヲ精査セルニ，

胃幽門周上部及ビ十二指二部ニハ，大網及ビ肝臓，腹

膜，脾臓ト甚ダ高度ノ癒着ヲ螢㍉更二腸管ノー部モ

胃幽門部門癒着セリ．

             第   2   表

黒耳垂♀（12KG）小口造設15／1（1939）胃幽門刃引部沃度丁幾塗布12／II（1939）

開腹ノ上腹腔二目8／【II（1939）

，日 数   術   前   術後3日 術後5日1術後9日 術後12日 術後16日 一律21日

訳1
  1

liHCI M HC1 M HC1 G〆A M HCl G／A M HCI G’A M HC1 G／A M

1

15／

R0／i

S5！

E60り

HC1

@98
P08

P09

P18

G！A

@  I

P10

P20

P22

P30

1．2，

P．1

P．3

P．5

ト 

@一P12

P21

P25

P35

G！A

P25

P33

P37

P47

1．0

P．2

P．0

P．1

121

P26

P30

P40

G！A

P33

P38

P42

P52

1．1

P．2

P．7

Q．2

108

P18

P16

P20

120

P30

P28

P32

0．4

O．6

O．5

O．4

79

W8

X1

P00 0．9

0・6！68

@   72

82

W6
@1

0．4

O．6

76

V2

891

W8
@1

0．5

O．7 f噛

2

15！

R0！

S5！

U0ノ

124

P18

P21

P15

136

P30

P33

P27

1．6

P．4

P．5

P．1

13014211・4

P4015211・3

P30142奄P・0

@  エ38i126      1．2

1 「 142

P45

P48

P40

  ［

P533．5@ 11572．8

P6013．2  」

P5113．0
@ ．1

118130

P21132

P16128

P15127

0．6

P．0

O．8

O．6

 1

Wdg9
@［911104 1

0．7

O．8

101

P08

113

P20

0．5

O．7

 98

@92

p 一

@96

@91

110

P04

10．10．6

3

15！

R0’

S5’

U0ノ

120

P14

P01

P07

132

P26

P23

P19

1．2

P．3

P．1

P．0

125

P18

P20

P11

137

P30

P32

P23

1．1

O．9

P．0

O．7

138

P31

P30

P26

150

P42

P41

P38

2．8108

Q．1111

P．8109

P．5 106

辱120

P32

P20

0．6

O．7

O．5

O．7

92

W6

105

@ i99

0．6

O．7

101

X4

113

P08

 融

O．6

@ 1

O．61

@ ヒ

io8

P04

電0．7

O．5

4

15’

R0！

S5／

U0ノ

  ［

W6199
P00：112

ｱ1鎗 1．0

O．8

  「

O．91108
@ 11．2 98

@  101

@  102

110

P13

P15

12010．9

@  0．8

@  1．0

@  0．7

128

P21

P16

P08

1401．3

P320．9

P281．1

P20ユ．O

101

X8

W9

X2

112

P10

P01

P04

0．8

O．9

O．5

O．4

76

U4

890．8

@1
W00．6 2

1 「 I  ／     81 960．5         1      1   I         I     76 900．6

@     1 i

88

W2

101

X6

0．

O．4

 第3例  （Nr・27），白黒， 6，（11 K：・G）

 第3表二見ル如ク，術後2日＝於テ，胃液分泌量及

ビ遊離盤酸度，総酸度共二術前二比シテ上昇シ，更二

術後5日及ピ7日二於テモ胃液分泌鼠遊離盛酸度，

総酸度ハ著明ナル上昇ヲ示セリ．然ルニ術後14日二丁

テハ第3表二見ル如ク，胃液分泌量，酸度ノ輕度ノ低
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下ヲ認メ，術後20日及ピ術後25日二於テハ，更二著明

ナル胃液分泌量ノ減少，遊離盤酸度及ビ総酸度ノ低下

ヲ認メタリ．

 而シテ，術後33日目a胃及ビ十二指腸部二於テ，大

網膜，膵臓，脾臓及ビ小腸ト甚ダ高度ノ癒着ヲ螢㍉

癒着性イレウス」ヲ起シテ死亡セリ．

               第   3  表

白黒6（Nr・27）（11KG）小胃造設2／11（1939）胃幽門周二部沃度丁幾塗布24／III（1939）死亡29／III

日 数 術  前 術後2日 術後5日 術後7日 術後14日 術後20日 術後25目

訳 HCI G／A HC1 G／A IIC】 G！A M HC1 G！A HCI G／A M

1

151

R0／

S51

U0ノ

101

P06

?P2

P18

113

P18

P25

P30

M1．01．21．11．4

119

P26

P31

P38

131

P38

P43

P50

M1．41．41．51．8 IIC1

P28

P29

P33

P40

G’A

P40

P40

P44

P51

M一 一1．61．4工．71．8

ユ09

P26

P3ユ

P32

1381

P43
P44！  1

1211．2
@ 1   1．4

@  1．8

@  1．7

71

W5

W6

X8

86

P00

X8

P01

0．6

O．5

O．7

MHCI@ l

潤D3i  l86

@   81

G〆A

@99

@96

MO．50．6

58

U

76

W0

0．3

O．

9

  1
P5！

R0／

S5〆

U0ノ

126

P28

P25

P20t

138

P40

P37

P32

  1

P．4138
P．51140  1

P．3138  1

P．1132

148

P51

P50   1．8

P441．4  1

2．1138
P・8i 138

@  132

@  131

150

P50

P44

P43

2．3

Q．1

P．9

P．4

138

P32

P31

P25

150

P50

P43

P37

1．8

P．5

1．8 98

P．8 99

@   86

@   85

111

P12

X9

P00

0．9

O．8

O．5

O．6

88

X1

101

P05

0．8

O．9

75

V1

88

W6

0．6

O．5

3

15！

R0／

S5／

U0ノ

116

P15

P08

P01

128

P27

P20

P13

P10

P05

P01

P03

1．2

P．0

O．9

P．0

131

P25

P26

P21

143

P37

P38

P33

1．5

P．3

P．2

P．4

128

P26

P21

P11

130
P38 ．133133

1．8

P．6

P．5

P．3

118

P20

P15

P16

130

P31

P27

P23

1．3 88101

P．1 81 95

P．2 90103

P．3 86

 198 i

  rO．5

O．5

O．4

O．6  ！

83

V6

96

W9

W5

W3

0．7

O．8

66

U8

84

u85

0．

O．3

4

15／

R0／

S5／

U0ノ

98

X2

W8

X0

0．8

O．7

O．8・
E．6［  1

118

P12

P08

P06

130

P24

P20

P18

1・3

P・・60．9   1131．11061．2105

128

P25

P18

P17

1．3

P．3

?D2

P．4

10β

P05

P06

X8

120

P17

P18

P10

1．0

P．2

O．9

O．8

  78

@ 80

@ 72

91

X3

W6

X5

0．3

O．4

O．4

O．5

71

U8

0．7

O．6

，48

@51

76

V8

0．5

O．4

第3章 實 験 総 括

 胃幽門周園部10％沃度丁幾塗布後2日二於テ

：Nr．25犬ハ，術前二丁シ胃液分泌量，酸度輕度

ノ低下ヲ見ル．術後3日及ビ7日二於テハ術前

ト大差ナク，術後12日二郎テハ，胃液：分泌量及

ビ酸度ハ若干ノ低下ヲ示セリ．然ル’術後15日

及ビ20日二於テハ胃液分泌量，酸度ハ著明ナ〉レ

低下ヲ認ム．

 ：Nr・ 26犬及ビNr・ 27犬二於テハ，術後2日乃

至3日二於テ馬糧著明ナル胃液酸度ノ上昇ヲ認

メ，胃液分泌量モNr． 27犬ハ術後2日二十テ増

加セリ．而シテ術後5日＝於テハ爾犬トモ，胃

液分泌上越ビ酸度ハ著明二上昇セリ．術後7日

二於テモ，胃液酸度ハ若干ノ上昇ヲセルモ，術

後14日乃至12日後ヨリ胃液分泌量ハ明二減少ヲ

示シ，胃液酸度モ低下セリ．術後16日，20日，

21日，25日二於テハ共＝胃液分泌量及ビ酸度ハ

著明二低下セリ．
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第4章総播及ビ考按

 三宅i教授Melchior氏等ハ，臨床的二所謂，

原護性十二指腸移動症二於テ，胃及ビ十二指腸

二内容充満スル場合，十二指腸ノ索引屈曲等位

置異常ヲ惹起シ，歩幅楽譜痂餌鳥作ヲ起シ易キ

事ヲ述べ，扇掛謄管及ビ膵臓等二炎症及ビ細菌’

感染ヲ起シ易キ事ヲ述ブ．

 而シテカカル際，謄管，屈曲，鑛張，等ノ外

十二指腸周園炎ヲ絆ヒ易ク，三宅教授，中田教

授等ハ大多敏二於テ胃酸低下或ハ，遊離塵酸鴻

失ヲ認メタリ．光武等モ自例ヲ加ヘシ全（23例）

症例二於テ過牛撒二面テ，酸度低下或ハ遊離臨

酸清失ヲ認メタル事ヲ記載シ，少数例二於テハ

過酸症ヲ呈スルモノアルヲ述ブ．更二∫udd，

Nagel， Kirklin， Knapp等ノ所謂慢性十二指腸

炎昌於テモ，粘膜ノ炎症ノ筋暦ヨリ漿膜二波

及シ，Nagelニョレバ内臓周園炎ヲ惹起シ，大

網，謄嚢，肝臓ト高度ノ癒着ヲ惹起スルニ至

ル．Knapp等ハ十二指腸ノ部二於ケル癒着ハ，

多ク慢性十二指腸炎ニヨルモノニシテ，時二廣

汎性内臓周園炎ヲ起ス事アリト．從ツテ，胃液：

酸度二攣化ヲ生ズル事モ考へ得ルコトニシテ，

Kirklin，ハ殆ンド正常二近シト述べ， Nagel，

Miller， Riveroハ若干ノ酸度上昇ヲ認ムト述ブ．

                 ほ 胃幽門部及ビ十二指腸周恥部二，高度ノ癒着

ヲ生ジ得ルハ，其ノ他ニモ種々疾患二際シ臨床

的二屡々認メラレ，種々ノ所見ヲ呈スルモノナ

リ．

 余ハ小胃造設犬二於テ，胃幽門部及ビ十二指

晶晶二10％沃度丁幾ヲ塗布シ，化學的＝其ノi漿

膜二箪純性炎症ヲ惹起セシメ，更二内臓周園炎

ヲ惹起セシメ，高度癒着ヲ生ゼシメタリ．

 余ノ實験暴雨於テハ，術後輕度ノ胃液酸度及

ビ分泌量：低下スルモ間モ無ク回復シ，日ヲ経ル

ト共二，胃液分泌量，酸度ノ著明ナル低下ヲ見

ルモノ及ビ，術後，明二胃液分泌機能充進シ，

日ヲ纏ルト共二，著明ナル分泌機能低下ヲ認ム

ルモノアリ．然レドモイヅレニシロ，2週以後

二於テハ，胃液分泌量，酸度著明ナル低下ヲ見

ノL〆．                          l   x

 臨床的二慢性十二指腸炎及ビ移動性十二指腸

症二一テ，過酸症ヲ呈スルモノアルハ，炎症初

期二品ケル，刺戟状態ニヨルモノト思ハレ，末

期ニハイヅレモ，低酸症或ハ無酸症ヲ呈スルニ

至ルモノト思ハル．余ノ實験二於テモ然ル事ヲ

示セリ．而シテ余ノ實験二於テ著明ナル胃液分

泌機能低下ヲ認メシバ，膿汁分泌，油鼠分泌

（殊ニインシユリン）ノ異常，迷走神経ノ興奮

胃粘膜殊二胃腺ノ攣化等，種々ノ條件ヲ考へ得

ルモ，三二ル犬二「インシコ・リン注射，或ハ急

性膵臓炎ヲ惹起セシムル；場合，著明ナル胃液分

泌ヲ起セシメ得ル事ヨリ考フル場合，胃炎ノ結
       ド
果胃腺ノ攣性ニヨルモノトハ考へ得ズ．寧ロ神

経性ノモノナラン．

第5章 結

 胃幽門周園部及ビ十二指腸部＝於テ，高度ノ

軍純性癒着ヲ生ゼシメル場合，胃液分泌：量及ビ

酸度バー旦正常爵号或ハ二進歌態ヲ示シ，2週

論

以後二藍テ著明ナル，胃液分泌量及ビ酸度ノ低

下ヲ示ス＝至ルモノナリ．
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